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本書は一般の方々の便宜のた
め有志により作成されたもので、
ATMEL社とは無関係であること
を御承知ください。しおりのはじ
めにでの内容にご注意ください。

AVR1934 : XMEGA-A3BU Xplainｿﾌﾄｳｪｱ使用者の手引き

1. 序説
ATMEL® AVR® XMEGA®-A3BU Xplain評価ｷｯﾄ実演ｿﾌﾄｳｪｱは簡単なﾒﾆｭｰ誘導ｼｽﾃﾑを用
いたXMEGA-A3BU、接触釦、LCDの陳列箱と各種機能を陳列する小さな応用のために作成
されています。詳細な資料についてはDoxygen自動資料化ﾂｰﾙによって生成されたｿｰｽ ｺｰﾄﾞ
資料を参照してください。AVR1923応用記述はXMEGA-A3BU Xplainﾊｰﾄﾞｳｪｱを詳細に記述
します。

要点
■ 背面照明付きLCD
■ 128×32ﾋﾟｸｾﾙ分解能を持つFSTN LCD表示器
■ 感知器読み取り
 ・ 光感知器
 ・ 温度感知器
■ ﾒﾆｭｰ ｼｽﾃﾑ
■ QTouch釦実演
■ 実時間計数器を用いた日付と時間の機能
 ・ 製造の時からの時間
 ・ 現在の時間と日付

図1-1. XMEGA-A3BU Xplain基板

2. 単位部とｻｰﾋﾞｽ
この実演応用はATMEL® AVR®ｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF)の2.6.0版またはそれ以降を通して利用
可能です。これはatmel.comのAVR Software Frameworkﾍﾟｰｼﾞで入手可能です。実演応用は
AVR Studio 5の例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとして利用可能です。これはFIle⇒New⇒Example Projectをｸﾘｯｸ
して"Demo application for XMEGA-A3BU Xplained"を選択することによってｱｸｾｽすることが
できます。

表2-1. ｻｰﾋﾞｽと単位部の一覧

単位部名 ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙｿｰｽ ﾌｧｲﾙ

LCDﾊﾟﾈﾙと制御器 st7565r.c st7565r.h

QTouch釦 - touch_api.h

NTC温度感知器 ntc_sensor.c ntc_sensor.h

周囲光感知器 lightsensor.c lightsensor.h

電池代替支援実時間計数器 rtc32.c rtc32.h

単色図画ｼｽﾃﾑ (gfx_mono) gfx_mono.c gfx_mono.h

ﾒﾆｭｰ ｼｽﾃﾑ menu.c menu.h

暦ｻｰﾋﾞｽ calendar.c calendar.h

USB CRCｻｰﾋﾞｽ cdc.c cdc.h

http://www.atmel.com/asf
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2.1. LCDﾊﾟﾈﾙと制御器

XMEGA-A3BU Xplain基板は白色背面照明を持つLCDﾊﾟﾈﾙ(C12832_A1Z)とLCD制御器(ST7565R)を一包みに含んだ単色LCD(液
晶表示器)が特徴です。

LCD制御器は次のような異なる2つのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ形態を提供します。

1. 主MCU(この基板ではXMEGA)によって表示ﾃﾞｰﾀが転送のために8つのﾃﾞｰﾀ線を用いて制御器のﾒﾓﾘへ同時に8ﾋﾞｯﾄを書かれる
並列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ動作形態

2. 主MCUがｸﾛｯｸと直列ﾃﾞｰﾀを生成する、一般的にSPI(直列周辺ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ)として知られる直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ動作形態

この基板に対しては後者の動作形態が選択されます。直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ使用の利点はﾋﾟﾝ数が最小に保たれることで、同時に主な利
点は表示ﾃﾞｰﾀの読み込みが並列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ使用時にだけ支援されるので、表示器への書き込みだけができることです。

直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ動作形態で主MCUをLCD制御器へ接続するには5つのﾋﾟﾝが必要とされます。

・ ﾁｯﾌﾟ選択、直列通信の間にそれが意図された目的対象であることをLCD制御器へ告げるのに使用されます。
・ ﾚｼﾞｽﾀ選択、送出がﾃﾞｰﾀ(High)または命令(Low)のどちらを含むかの合図に使用されます。
・ ﾘｾｯﾄ(Low活性)、LCD制御器と既定SPIﾃﾞｰﾀとｸﾛｯｸ ﾋﾟﾝのﾊｰﾄﾞ ﾘｾｯﾄ実行に使用されます。
・ SPIｸﾛｯｸ
・ SPIﾃﾞｰﾀ

ST7565RはLCD制御器を既知の状態に持って来るためにそれのﾊｰﾄﾞ ﾘｾｯﾄを実行することによって常に初期化されます。物理的な
ﾋﾟﾝ接続についてのより多くの情報に関しては「XMEGA-A3BU Xplainﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き」応用記述を参照してください。

ST7565Rﾄﾞﾗｲﾊﾞ(st7565r.cとst7565r.h)はﾘｾｯﾄ線、ﾚｼﾞｽﾀ選択線、ﾁｯﾌﾟ選択線、それとSPIﾄﾞﾗｲﾊﾞとの全ての低位ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを処理し
ます。ST7565Rﾄﾞﾗｲﾊﾞはgfx_monoｻｰﾋﾞｽのような高位表示階層によって使用される多数の関数を提供します。必要な場合、ﾄﾞﾗｲﾊﾞは
直接使用することもできます。これらの関数はASF資料で記述され徹底的に実証されます。

画面に関して白色LCD背面照明も利用可能です。背面照明は単純にONまたはOFFのどちらか、または代わりに背面照明の明るさ
を制御するPWM信号によって制御することができます。

2.2. QTouch釦

ATMEL AVR XEGA-A3BU Xplain基板はQTB0と名付けられた1つのATMEL® QTouch®釦を含みます。この釦はQTouchﾗｲﾌﾞﾗﾘの
ｲﾝｸﾙｰﾄﾞによって利用されます。このﾗｲﾌﾞﾗﾘの詳細についてはATMEL QTouchﾗｲﾌﾞﾗﾘ使用者の手引きを参照してください。

応用でQTouch釦機能はmainからtouch_init()の呼び出しで初期化され、釦はcheck_touch_keypressed()関数で検査されます。これは
keyboard.cﾌｧｲﾙで他の釦と共にﾎﾟｰﾘﾝｸﾞされ、応用にﾒﾆｭｰ誘導を提供するでしょう。QTouch APIはQTouchﾗｲﾌﾞﾗﾘから他のﾌｧｲﾙと
共にtouch_api.hﾌｧｲﾙとしてqtouchﾌｫﾙﾀﾞ下で利用可能です。QTouchﾗｲﾌﾞﾗﾘの形態設定はtouch_qt_config.hで宣言された定義で行
われます。

2.3. NTC温度感知器

NTC(負温度係数)抵抗は周囲温度の測定に利用可能です。NTC抵抗は周囲温度で変わる、NTC抵抗を渡る電圧を作成する、別の
抵抗と直列に接続されます。この電圧は次にATMEL AVR XMEGAのA/D変換器(ADC)を用いて測定することができます。ADC採
取値と実際の周囲温度間の関連は図2-1.の図で示される複雑な式です。

図2-1. 直線近似での実ﾃﾞｰﾀの比較
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XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽを用いて実際の温度を効率的に計算するには次式を用いてADC採取と温度の間の関連の直線化が選択されます。

 T[℃] = -0.07776×ADC採取+65.513 [0  ＜ADC採取＜ 420]
 T[℃] = -0.04748×ADC採取+53.25728 [420≦ADC採取＜ 697]
 T[℃] = -0.0295 ×ADC採取+40.50229 [697≦ADC採取≦2047] 

ここでADC採取はADCから得られた値です。結果の温度の精度は使用する回帰法の精度と同じだけです。直線化された式がかなり
複雑なため、結果の温度は実際の温度への近似とだけ見做されるべきです。

2.4. 周囲光感知器

ATMEL® AVR® XMEGA®-A3BU Xplainで利用可能な周囲光感知器はかなり人間の目のように可視光に敏感です。光感知器を通
して渡される電流に比例する電圧を提供する抵抗が光感知器と直列に接続されます。電流増加はこの直列抵抗を渡る電圧の増加
を生じ、この電圧はXMEGAのA/D変換器を用いて測定されます。表2-2.はluxでの周囲光と測定した電圧の間の関連を示します。こ
の表は日常生活で表される各種lux値のいくつかの指示も提供します。

表2-2. 照度とADC入力電圧

50 0.1213 家庭の居間 600 1.4559

照度 (lux) 照明の筋書きADC入力 (V) (注) 照度 (lux) 照明の筋書きADC入力 (V) (注)

1 0.0024 熱帯地方での頭上満月 100 0.2426 非常に暗い曇天日

10 0.0243 200 0.4853

20 0.0485 300 0.7279 事務所の照明

30 0.0728 400 0.9706 事務所の照明

40 0.0971 500 1.2132 事務所の照明

60 0.1456 700 1.6985

70 0.1699 800 1.9412

80 0.1941 廊下/ﾄｲﾚ 850 2.0625 曇天日

注: Wikipediaから得たﾃﾞｰﾀ

2.5. 電池代替支援された実時間計数器

ATMEL AVR XMEGA-A3BUは電池代替支援ｼｽﾃﾑの支援が特徴で、これは超低電力32ﾋﾞｯﾄ実時間計数器(RTC)とRTCに1Hzのｸ
ﾛｯｸを提供する32.768kHzｸﾘｽﾀﾙ用発振器の給電に使用されます。XMEGA-A3BU Xplain基板上のRTCは釦ｾﾙ電池によって給電
されます。

電池は主電力が切断された時にRTCへの電力を保証する電池代替支援ｼｽﾃﾑVBATﾋﾟﾝに接続され、基板上の現在の時間の記憶を
許します。RTC走行での代表的な消費電力は500nAです。

XMEGA-A3BU Xplain製造中、識票列に製造時間が格納され、RTCがUTC(協定世界時)での現在時に初期化され、時刻域に相対
する時間と製造の時からの経過時間の表示を実演応用に許します。

2.5.1. 実演応用での使用法

RTCからのﾃﾞｰﾀは日付/時間と製造日付応用での現在の日付と時間の計算に使用されます。これはXMEGAのRTC32ﾄﾞﾗｲﾊﾞ(rtc32. 
cとrtc32.h)をｲﾝﾀｰﾌｪｰｽして計数器ﾚｼﾞｽﾀを読むことによって行われます。

主実演応用はそれを初期化するために試行前にRTCが電池電力で走行していないことを確認します。VBATｼｽﾃﾑ検査失敗なら、
RTCは走行しておらず、再初期化されなければなりません。応用は使用者識票列に格納された製造時間とそれを比べることによって
RTCがﾘｾｯﾄされていないことの確認も試みます。代替支援電池が取り去られた時のように、変更によってRTCのﾚｼﾞｽﾀが解除された
場合、実演応用の正しい動作を許すために後で、使用者識票列に格納された製造時間後1秒、または01.01.2011 00:00:00 UTCの
どちらかにﾘｾｯﾄするでしょう。

2.6. 単色図画ｼｽﾃﾑ (gfx_mono)

gfx_mono単色図画ﾗｲﾌﾞﾗﾘはLCDﾊﾟﾈﾙへの基本描画、ﾋﾟｸｾﾙ操作、文章書き込みのための上位ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用の関数を提供します。
この形態設定では後でC12832_A1Z LCDﾊﾟﾈﾙをｲﾝﾀｰﾌｪｰｽするST7565R LCD制御器のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを構成設定します。それは
LCD制御器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの頂上で完全な抽象層を提供するように作成され、他のLCD制御器とﾊﾟﾈﾙへの容易な移植を許します。
ST7565RとC12832_A1Zの全ての特定関数はgfx_mono_c12832_a1z.cとgfx_mono_c12832_a1z.hに置かれます。

ﾗｲﾌﾞﾗﾘはgfx_mono_generic.hを用いる基本物(線、四角、円)の描画と塗り、それとgfx_mono_text.cとgfx_mono_text.hを用いる文章表示
を許します。形成部は図画ﾒﾓﾘへのﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟ描画も許します。

ﾗｲﾌﾞﾗﾘはLCDがﾋﾟｸｾﾙ ﾃﾞｰﾀ読み込みを支援しない場合に、ﾋﾟｸｾﾙ ﾃﾞｰﾀの容易な操作のためにﾌﾚｰﾑ緩衝部への書き込みを支援
します。この基板に関して選ばれたCLD制御器直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾋﾟｸｾﾙ ﾃﾞｰﾀの読み込みを許さないため、ﾌﾚｰﾑ緩衝部が使用され
ます。
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2.6.1. 基本描画

ﾗｲﾌﾞﾗﾘはgfx_mono_generic.hで定義された線、四角、円のように、いくらかの基本物の描画を許します。これらの関数は実演応用ﾒ
ﾆｭｰ ｼｽﾃﾑと釦散らし画面に使用されます。基本物の描画はﾗｲﾌﾞﾗﾘによって処理されますが、制御器でこれ用に与えられた支援の
ﾊｰﾄﾞｳｪｱに基づく基本物用の支援もあります。基本物はこの基板上のﾗｲﾌﾞﾗﾘによって処理されます。

2.6.2. ﾌｫﾝﾄ支援での文描画

ﾌｫﾝﾄ支援は次にsysfont.cとsysfont.hからのｼｽﾃﾑ ﾌｫﾝﾄ目的物に依存する、gfx_mono_text.cとgfx_mono_text.hのﾌｧｲﾙを通して利用
可能にされ、progmem.cとprogmem.hを用いてﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ内に格納された文字ｲﾒｰｼﾞ ﾃﾞｰﾀから文の表示を許します。

2.6.3. 実演応用での使用法

実演応用は簡単な誘導ﾒﾆｭｰ ｼｽﾃﾑを作成するのに基本物描画と文出力を組み合わせたgfx_monoを順に使用するﾒﾆｭｰ ｼｽﾃﾑ ｻｰ
ﾋﾞｽを使用します。より多くの情報については「ﾒﾆｭｰ ｼｽﾃﾑ」項をご覧ください。各個別応用は文、基本物、ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟのような各種目的
に関してﾗｲﾌﾞﾗﾘを使用します。

2.7. ﾒﾆｭｰ ｼｽﾃﾑ

common.services.gfx_mono.menuは単色図画表示器用の簡単なﾒﾆｭｰ ｼｽﾃﾑを提供します。

ﾒﾆｭｰ ｼｽﾃﾑを用いる代表的な応用の流れは次の通りです。

1. ﾒﾆｭｰ構造体を定義します。
2. gfx_mono_menu_init()を呼び出します。
3. 使用者入力を得ます。
4. gfx_mono_menu_process_key()関数を用いて使用者入力でﾒﾆｭｰを更新します。
5. gfx_mono_menu_process_key()戻り値を解釈します。
6. 3.へ行きます。

2.7.1. ﾒﾆｭｰ構造体

ﾒﾆｭｰはgfx_mono_menu.hで定義される'menu'構造体を用いて宣言されます。これは以下のﾒﾝﾊﾞから成ります。

・ title : 表示器の先頭行で示されるﾒﾆｭｰの表題
・ strings : 各文字列がﾒﾆｭｰ内の1行を定義する文字列の配列
・ num_elements : ﾒﾆｭｰ内の要素(文字列)数

加えて、0に初期化されるべき内部使用のための以下の2つのﾒﾝﾊﾞを持ちます。

・ current_selection : 現在選択されている行
・ current_page : 活性なﾍﾟｰｼﾞ

2.7.2. ﾒﾆｭｰ ｼｽﾃﾑ初期化

ﾒﾆｭｰ ｼｽﾃﾑを初期化するにはgfx_mono_menu_init()関数を呼び出してください。ﾊﾟﾗﾒｰﾀとしてmenu構造体への参照を使用してくださ
い。この関数は表示器を解除してﾒﾆｭｰを描画します。

2.7.3. ﾒﾆｭｰ更新

ﾒﾆｭｰが更新され得るのに先立って、使用者からの入力が必要とされます。入力を得る方法はﾒﾆｭｰ部の一部ではなく、独立して実
装されなければなりません。

入力が利用可能になると直ぐに、ﾒﾆｭｰ ｼｽﾃﾑはgfx_mono_menu_process_key()関数を用いて通知されます。ﾊﾟﾗﾒｰﾀとしてあなたの
menu構造体と入力ｷｰ符号への参照を使用してください。

この関数はその後に状態符号を返して与えられたｷｰ符号に応じて働きます。

・ MENU_KEYCODE_DOWN : 次のﾒﾆｭｰ項目(または底ならば先頭)に選択を変更します。MENU_EVENT_IDLEを返します。
・ MENU_KEYCODE_UP : 直前のﾒﾆｭｰ項目(または先頭ならば最後)に選択を変更します。MENU_EVENT_IDLEを返します。
・ MENU_KEYCODE_ENTER : ﾒﾆｭｰでの変更なし。選択された行を返します。
・ MENU_KEYCODE_BACK : ﾒﾆｭｰでの変更なし。MENU_EVENT_EXITを返します。

2.7.4. 独自ｷｰ符号

ｷｰ符号はどのｷｰが押されたかの参照をｼｽﾃﾑに許す各種ｷｰを記述した値です。これら定義はconf_meny.hに置かれ、必要な時に変
更することができます。

2.7.5. 独自指示ｱｲｺﾝ

ﾒﾆｭｰ選択を指示するのに使用される図形的な指示子はconf_meny.hで定義されます。この指示子も必要な場合に変更することがで
きます。
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2.7.6. 実演応用での使用法

主ﾒﾆｭｰは以下の項目から成ります。

・ Temperature (温度)
・ Light sensor (光感知器)
・ Production Date (製造日)
・ Date and Time (日付と時間)
・ Toggle Backlight (背面照明交互ON/OFF)

2.8. 暦ｻｰﾋﾞｽ

calendar.cとcalendar.hを含めることはUNIX時刻印とcalendar_date構造体間の変換のための機能を提供します。

UNIXの時刻印は1970年1月1日00:00:00 UTCの時から経過された秒数を表す整数値です。

calendar_date構造体は年、月、日、時、分、秒と曜日から成ります。月と日は0で始まり、故に通常読むことができる月と日を得るため
に変数を1増加しなければなりません。曜日は0が日曜で6が土曜の0～6で数付けされています。

このｻｰﾋﾞｽは時刻印を特定の時間帯の日付へ、特定の時間帯の日付を時刻印へ変換する機能だけでなく、2つのcalendar_date構造
体間の時間差を計算する機能も提供します。時間帯は時と分での変位(+と-)として、時間帯関数への入力ﾊﾟﾗﾒｰﾀとして提供されま
す。特定の日付と時間にｱﾗｰﾑを設定するために他の応用内でRTCと共に暦機能を使用することができます。

他の機能はUNIXの時刻印を通して行うことなく、calendar_date構造体で秒の増加を含みます。

2.8.1. 実演応用での使用法

製造時間応用は製造時間の時刻印と現在の時刻印を日付に変換してそれらの間の差を計算するのに暦ｻｰﾋﾞｽを使用します。

日付と時間の応用は現在の時刻印をその地方の日付と時間に変更するのにこのｻｰﾋﾞｽを使用します。

2.9. USB CDCｻｰﾋﾞｽ

実演応用は実演応用で誘導に使用されるｷｰﾎﾞｰﾄﾞを許すCDC(Communications Device Class)構成設定でのUSBを用いてｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
との通信をXMEGA-A3BU Xplainに許します。この機能はcdc.cとcdc.hのﾌｧｲﾙで利用可能です。応用は使用者識票列からUSB通番
内を読むcdc_start()を呼び出し、そしてそれは後でUSBｽﾀｯｸへ渡されます。USB CDC装置の形態設定はconf_usb.hで行われます。
keyboard.cとkeyboard.hで利用可能なｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはCDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽからｷｰを読むのにcdc_getkey()を使用し、それを使用
可能な符号に翻訳します。

2.9.1. 実演応用での使用法

USB CDCｻｰﾋﾞｽはｺﾝﾋﾟｭｰﾀのｷｰﾎﾞｰﾄﾞによって制御されるべき実演応用を許します。XMEGA-A3BU Xplain基板が初回に接続され
る時に、Windowsは"仮想CDC COM"用ﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙを試みます。XPLAINED_Virtual_Com_Port.infﾄﾞﾗｲﾊﾞ ﾌｧｲﾙは実演応用ﾌｫ
ﾙﾀﾞ内に配置されています。ﾄﾞﾗｲﾊﾞが成功裏にｲﾝｽﾄｰﾙされたなら、基板はﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬでﾎﾟｰﾄ(XPLAINED Virtual Com port 
(COM??))で現れます。このCOMﾎﾟｰﾄは今やお気に入りの端末ｿﾌﾄｳｪｱ(脚注)でｲﾝﾀｰﾌｪｰｽすることができます。接続ﾊﾟﾗﾒｰﾀは次の
通りです。

接続が成功裏に確立されたなら、端末の画面上でこの文によって迎えられるべきです。

 Welcome to the XMEGA-A3BU Xplained Demo CDC interface!

 Key bindings for LCD menu control:
   Enter      : Enter
   Backspace  : Back
   Arrow Up   : Up
   Arrow Down : Down

今やｷｰﾎﾞｰﾄﾞで実演応用を制御することができます。

ﾎﾞｰﾚｰﾄ 115200

ﾃﾞｰﾀ ﾋﾞｯﾄ 8

ﾊﾟﾘﾃｨ なし

停止ﾋﾞｯﾄ 1

流れ制御 なし

脚注: Windows XP使用なら、組み込みのﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙを使用することができます(Runﾀﾞｲｱﾛｸﾞ⇒hypertrm)。Windows 7使用なら、
PuTTYまたはRealTermをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。
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3. 実演応用
実演応用はﾃﾞﾊﾞｲｽが始動した時の一覧から選択可能な各
種応用から成ります。

表3-1. 利用可能な応用

応用名 ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙｿｰｽ ﾌｧｲﾙ

時間帯応用 timezone.c timezone.h

日付時間応用 date_time.c date_time.h

製造日付応用 production_date.c production_date.h

温度応用 ntc_sensor.c ntc_sensor.h

光感知器応用 lightsensor.c lightsensor.h

背面照明交互ON/OFF - -

3.1. 時間帯応用

XMEGA-A3BU Xplain基板が初回に通電される時に、使用者は分変位だけで
なく、UTC -12～UTC +12の時間の一覧から現在の時間帯でそれを供給するこ
とも指示されます。新しい時間帯設定はEEPROMに格納されます。RTCによっ
て生成されるUNIX時刻印は協定世界時(UTC)なので、この情報は地方時間と
して時刻の表示に使用されます。時間帯応用は主ﾒﾆｭｰから利用可能な日付と
時間の応用で利用可能で、他の時間帯機能と共にtimezone.cとtimezone.h内に
配置されます。時間帯応用が開始されると、時間帯が選択されるのに先立って
主ﾒﾆｭｰへ戻ることは不可能です。

図3-1. 時間帯選択

3.2. 日付と時間の応用

日付と時間の応用は以下の任意選択と共にﾒﾆｭｰで使用者に与えます。

・ "Show date&time" : 選択した時間帯で地方の日付と時間を表示
・ "Set date" : 日付設定
・ "Set time" : 時間設定
・ "Set timezone" : 時間帯設定

ﾒﾆｭｰはﾒﾆｭｰ ｼｽﾃﾑを使用し、全ての文字列と任意選択はdate_time.cの先頭で
定義されます。この関数はﾒﾆｭｰでの使用者の選択に基づいて正しい応用の呼び出しを処理します。後退釦が押された場合、使用
者は主ﾒﾆｭｰへ戻るでしょう。

"Show date&time"応用はRTCのUNIX時刻印から計算された現在の地方日付と時間を示します。RTCの不正確さのため、この時間
が完全に正確でないことに注意してください。

"Set date"と"Set time"は現在の日付または時間とそれらを補正するための回転
ｳｨｼﾞｪｯﾄで使用者に与えます。日付ｳｨｼﾞｪｯﾄは有効な日付の実時間検査を行わ
ず、故に使用者が2月31日のような不正な日付を設定しようとした場合、誤りﾒｯ
ｾｰｼﾞが現れ、その日付は格納されません。

"Set timezone"ﾒﾆｭｰ任意選択は初期始動で使用者に与えられたのと同じ応用
で、UTC -12～+12時間とUTC +0,+15,+30,+45分からの時間帯の一覧で使用
者に与えられます。選択部は利用可能な任意選択を使用者に与えるのにﾒﾆｭｰ 
ｼｽﾃﾑと文字列の一覧を使用します。選択された時間帯はEEPROM内に格納されます。

連携する応用と共に日付と時間のﾒﾆｭｰはdate_time.cとdate_time.h内に配置されます。時間帯選択部はtimezone.cとtimezone.h内に
配置されます。

この応用が夏時間(DST:Daylight Saving Time)に従っていないことに注意することが大事です。

3.3. 製造日付応用

製造日付応用は製造時からどのくらいの時間経過しているかを月、日、時で計
算してLCD表示に示すため、RTCからの現在時と識票列に格納された製造時
間を使用します。識票列内の製造時間が不正にされている場合、1970年1月1
日00:00:00と仮定されます。製造日付応用は主ﾒﾆｭｰから利用可能です。これ
はproduction_date.cとproduction_date.h内に配置されます。

図3-2. 日付&時間ﾒﾆｭｰ

図3-3. 日付設定、月回転部選択

図3-4. 日付設定、月回転部選択
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3.4. 温度応用

温度応用はadc_sensor.cとadc_sensor.hから利用可能な関数を用いて温度を取
得し、その後に測定されたﾃﾞｰﾀに応じた尺度を持つ温度計の絵と共に画面上
にこのﾃﾞｰﾀを表示します。温度応用は主ﾒﾆｭｰから利用可能です。これは
ntc_sensor.cとntc_sensor.hのﾌｧｲﾙ内に配置されます。

図3-5. 寒い冬の日

3.5. 光感知器応用

光感知器応用は生のADC値文字列として光感知器からのﾃﾞｰﾀと照度を表す図
形の棒を表示します。この棒は周囲照度が増す時に長さを増します。対照的に
生のADC値は照度増加で減少します。ちらつきを防ぐため、生の値に関する文
字列は応用の20回繰り返し毎にだけ更新されます。光感知器応用は主ﾒﾆｭｰか
ら利用可能です。これはlightsensor.cとlightsensor.hのﾌｧｲﾙ内に配置されます。

図3-6. 光感知器応用画面

3.6. 背面照明交互ON/OFF応用

背面照明は実演応用ﾒﾆｭｰから交互にON/OFFすることができます。 図3-7. 主ﾒﾆｭｰでの背面照明交互ON/OFF

4. 評価基板/ｷｯﾄ重要通知
この評価基板/ｷｯﾄは工作、開発、実演を促進する、または評価目的だけの使用を意図されています。これは完成された製品ではな
く、(基板/ｷｯﾄに於いて他の方法で注記されるかもしれないのを除き、)ﾘｻｲｸﾙ(WEEE)、FCC、CE、またはULの電磁適合性に関連す
る制限や指令なしで完成製品へ応用できる、含めることの何かまたは何れかの技術的または法律上の必要条件に(未だ)適合しない
かもしれません。ATMELは販売者と更にその先の使用者単独の危険に於いて、全ての障害と共に何の保証もなく、"現状そのまま"
でこの基板/ｷｯﾄを供給しました。使用者は商品の適切で安全な取り扱いのために全ての義務と責任を負います。また使用者は商品
の使用や取り扱いから起こる全ての請求からATMELを保護します。製品の開放構造のため、静電放電と他のどんな技術的または法
的な利害関係に関して何れか若しくは全ての適切な予防処置を取るのは使用者の責任です。

上で述べる保障の範囲までを除き、使用者とATMELは間接、特別、付帯的、または必然的な損害に関して互いに責任がないでしょ
う。

そのようなATMELの製品やｻｰﾋﾞｽがあるかもしれない、または使用されることに於いて、どんな機械、処理、または組み合わせに関
連または網羅するATMELのどんな特許権や他の知的財産の下でも承諾は全く授けられません。

郵便住所: Atmel Corporation, 2325 Orchard Parkway, San Jose, CA 95131
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